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Ⅰ．日比翁助 1860（万延元）年 6 月～1931（昭和 6）年 2 月 
 
＊日比翁助 略年譜 
1860（万延元）年 0 歳 福岡県久留米市で、旧久留米藩士竹井安太夫の次男として生ま 
れる 
1884（明治 17）年 24 歳 慶應義塾を卒業 
1889（明治 22）年 29 歳 モスリン商会の支配人となる 
1896（明治 29）年 36 歳 三井銀行に入行 
1898（明治 31）年 38 歳 三井銀行本店副支配人、三井呉服店支配人に就任 
1904（明治 37）年 44 歳 株式会社三井呉服店創設、専務取締役に就任 
1906（明治 39）年 46 歳 欧米視察に出る（4 月）。翌年 11 月に帰国 
1909（明治 42）年 49 歳 三越児童博覧会を開催 
1913（大正 2）年 53 歳 取締役会長に就任 
1918（大正 7）年 58 歳 取締役会長を退任 
















































 三井では、1876 年 7 月に三井銀行が創設された。なお、それを主導した三野村は翌年







論」に共鳴した中上川は、1891 年 8 月に三井銀行理事に就任し、辣腕をふるって三井銀
行の不良債権を整理するとともに、同行の資金を利用して三井の工業化政策を遂行した。
そのなかで中上川は越後屋の再統合を決定、1893 年 7 月に三越得右衛門を三井姓に復し、
越後屋は同年 9 月に三井得右衛門と三井復太郎両名の名義による合名会社三井呉服店に改
組された。そして 1895 年 8 月に三井呉服店は三井大元方の監督下に入り、社長に三井源
右衛門、相談役に益田孝と中上川が就任した。そこから三井呉服店における諸改革が実施

















反発を生んだ。1898 年 4 月にはそれがピークに達し、彼らが三井家にゆかりの深い向島
の三囲神社にこもってストライキを断行した。それゆえ高橋は学卒新人数名を三井系列各
社に転勤させて収拾を図ったのであった。 
































































































































を行うなど資金面のバックアップを受けた。そして 1908 年 4 月、日本橋に木造ながらル
ネッサンス式の三階建ての店舗を完成させた。敷地が 1858 平方メートル（563 坪）で今
日からみれば手狭だが、欧州の華麗な装飾が施された店内に、さまざまな品物が豊富に陳
列されている様子に店舗を訪れた客はみな驚いたという。 























































 1914（大正 3）年 9 月、「スエズ運河以東最大の建築」と称され、日本の建築史上に残
る傑作とされる本店新館が完成した。白レンガの外壁のルネッサンス式の建物で、地下 1
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Ⅱ．2 代小菅丹治 1882（明治 15）年 4 月～1961（昭和 36）年 9 月 
 
＊2 代小菅丹治 略年譜 
1882（明治 15）年 0 歳 神奈川県足柄郡川村字岸で、高橋苫右衛門の三男として生まれ 
            る（本名・高橋儀平） 
1893（明治 36）年 11 歳 小学校尋常科卒業、吉野島村の呉服店に奉公 
             小田原の内野呉服店に入店 
1904（明治 37）年 22 歳 日露戦争に出征、翌年重傷を負う 
1908（明治 41）年 26 歳 伊勢丹呉服店に入店 
             初代小菅丹治に入婿、長女ときと結婚（小菅儀平） 
1916（大正 5）年 34 歳 初代小菅丹治逝去にともない、二代小菅丹治を襲名 
1917（大正 6）年 35 歳 小菅合名会社を設立 
1923（大正 12）年 41 歳 関東大震災で本店を焼失 
1924（大正 13）年 42 歳 神田に店舗建設、百貨店形態に改める 
1930（昭和 5）年 48 歳 株式会社伊勢丹を設立  
1933（昭和 8）年 51 歳 伊勢丹新宿店を開店 
1952（昭和 27）年 70 歳 緑綬褒章を受章 
1960（昭和 35）年 78 歳 取締役会長に就任 
















 伊勢丹は、1886（明治 19）年 11 月、東京市神田区旅籠町 2 丁目（現在の千代田区外神
田）に、伊勢庄呉服店から独立した初代小菅丹治によって創立された。創立当初の店名は
呉服太物商「伊勢屋丹治呉服店」で、現在の株式会社伊勢丹と称するようになったのは、








































































 前述のように、儀平は 1908 年、26 歳の時に小菅家に入婿とともに、伊勢丹呉服店に入
店した。この入店については、次のようないきさつがあった。 
 1908 年春、伊勢丹の販売員が取引先の内野呉服店を訪れ、「これは店売りしない品物で、
卸値は 1 本 150 円」と言って帯を売りこんだ。これに対し番頭である儀平は交渉の上 1 割
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 しかし、1916（大正 5）年 2 月 25 日に、丹治は病がもとで 58 歳で永眠した。伊勢丹呉
服店を日本一のものにすることが丹治の希望だったが、その実現は儀平をはじめとする全
店員に引き継がれた。 
丹治の死去にともない、2 代小菅丹治を襲名した儀平（以下 2 代丹治）は、同族の結束
を図りつつ、経営の近代化に着手した。まず、家業と遺子の将来について細田と相談した
末、儀平、千代市をはじめ丹治の三女かつ子、同四女智恵、同五女喜代、細田半三郎、そ
の長男徳太郎の 7 名を社員とする小菅合名会社（資本金 30 万円）を組織し、伊勢丹を継
承することにした。資本金は 30 万円、合名会社設立の日付は丹治死去から 1 年後の 1917




















 しかし、2 代丹治に再び大きな試練がおとずれた。1923 年 9 月 1 日に発生した関東大震
災である。この震災で、神田店の店舗と全商品、芝愛宕町にあった家屋、下谷の織物工場





















地下 1 階地上 3 階の延べ面積 1003 平方メートル（304 坪）だった。 


























合名会社は 1930 年 10 月に株式会社伊勢丹に改組された。資本金は 50 万円で、このとき
定款に「当会社ハ百貨店陳列販売業及之ニ附随スル事業ヲ営ムヲ以テ目的トス」と記され、
伊勢丹が明確に百貨店としてスタートしたことを宣言した。 










1933 年 9 月 15 日、伊勢丹新宿店が完成し、同月 28 日に開店した。地下 2 階地上 7 階、
鉄筋鉄骨コンクリート造りのアール・デコ調近代式建築で、総面積は当時の新宿地区で最
も広い約 1 万 6500 平方メートルであった。開店直後の 30 日に臨時株主総会が開催され、
定款を「当会社ハ百貨陳列販売業及ビニ之ニ関連スル物品ノ製造加工卸売請負業 代理業 
賃貸業 写真業（官庁ノ許可ヲ要スルモノハ之ヲ除ク） 煙草 食卓塩小売 度量衡器計








































 第 2 次大戦後、2 代丹治は、「新宿第一主義」に徹して店舗の拡張に務めた。1957 年 9
































ところで、三越と伊勢丹は、2008（平成 20）年 4 月に株式会社三越伊勢丹ホールディ
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